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深
川
に
も
あ
っ
た
三
十
三
間
堂

　

三
十
三
間
堂
と
い
え
ば
、
京
都
に
あ
る
蓮

華
王
院
本
堂
が
有
名
で
す
。
は
じ
め
後
白
河

法
皇
に
よ
り
長
寛
2
年
（
１
１
６
４
）
に
創

建
さ
れ
ま
し
た
が
、
の
ち
に
焼
失
し
、
現
在

の
建
物
は
文
永
3
年
（
１
２
６
６
）
に
再
建

さ
れ
ま
し
た
。
修
学
旅
行
や
個
人
の
旅
行
な

ど
で
訪
れ
た
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
三
十
三
間
堂
が
深
川
に
も
あ
っ

た
こ
と
は
案
外
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
江
戸

時
代
の
は
じ
め
寛
永
19
年
（
１
６
４
２
）
に

浅
草
に
造
立
さ
れ
、
元
禄
11
年
（
１
６
９
８
）

に
火
災
に
遭
う
と
、
同
14
年
（
１
７
０
１
）

に
は
深
川
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
モ
デ

ル
と
な
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
京
都

の
三
十
三
間
堂
で
し
た
。
目
的
は
、
武
家
の

射い
じ
ゅ
つ術

稽け
い

古こ

（
弓
術
鍛
錬
）
が
主
で
、
京
都
の

三
十
三
間
堂
で
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
平
和
な
世
の
中
に
お
い
て
、
三
十
三
間

堂
は
、
弓
術
鍛
練
の
場
と
し
て
欠
か
せ
な
い

存
在
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
深
川
の
三
十
三
間
堂
が
い
か
な

る
様
相
で
、
ど
の
よ
う
な
射
術
が
行
わ
れ
、

維
持
・
管
理
に
ど
の
よ
う
な
苦
労
が
あ
っ
た

の
か
な
ど
、
描
か
れ
た
錦
絵
ほ
か
、
堂
守
を

勤
め
て
い
た
鹿
塩
久
右
衛
門
の
記
録
『
東
都

三
十
三
間
堂
旧
記
』（
深
川
2 

正
覚
寺
所
蔵
、

江
東
区
で
刊
行
中
）
を
中
心
に
、
多
様
な
視

点
か
ら
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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深
川
三
十
三
間
堂
の
歴
史

　

江
戸
の
三
十
三
間
堂
は
、
京
都
の
よ
う
に

古
い
歴
史
を
も
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
で
も
江
戸
時
代
の
は
じ
め
、
三
代

将
軍
家
光
治
世
に
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

は
じ
め
は
、
家
康
の
知
遇
を
得
た
南な
ん
こ
う
ぼ
う
て
ん

光
坊
天

海か
い
（
寛
永
寺
の
開
山
）
の
世
話
で
、
新
両
替

町
（
現
中
央
区
銀
座
）
の
弓
矢
備
後
な
る
者

が
申
請
し
、
幕
府
に
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
備
後
の
材
木
の
支
払
い
が
滞
っ
た
た

め
、
普
請
を
請
け
負
っ
た
堺
屋
（
の
ち
の
鹿

塩
）
久
右
衛
門
が
拝
領
す
る
こ
と
に
な
り
、

の
ち
代
々
堂
守
を
勤
め
ま
し
た
。

　

堂
は
、
は
じ
め
浅
草
（
現
台
東
区
松
が
谷

2
付
近
）
に
造
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
の
ち
火

災
で
堂
宇
が
焼
失
す
る
と
、
敷
地
は
幕
府
に

召
し
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
元
禄
14

年
（
１
７
０
１
）
に
深
川
に
再
建
さ
れ
ま
し

た
。
深
川
三
十
三
間
堂
の
誕
生
で
す
。

　

場
所
は
、
現

在
の
富
岡
八
幡

宮
東
側
（
富
岡

2
付
近
）
に
あ

た
り
ま
す
。
そ

の
際
、
亀
戸

か
永
代
嶋
築

地
（
深
川
）
の

い
ず
れ
か
を
選

ぶ
よ
う
に
申

し
伝
え
ら
れ
、

堂
守
の
久
右
衛
門
は
永
代
嶋
を
選
択
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
場
所
は
風
雨
が
強
い
場

所
で
、「
吹
倒
」
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

火
災
や
吹
倒
れ
の
た
び
に
造
立
、
修
復
を

繰
り
返
し
て
維
持
し
ま
し
た
が
、
明
治
5
年

（
１
８
７
２
）
に
壊
さ
れ
ま
し
た
。

射
術
稽
古
と
は

　

三
十
三
間
堂
は
、
浅
草
・
深
川
両
時
代
を

通
し
て
、
武
家
の
弓
術
鍛
錬
の
場
で
し
た
。

そ
こ
で
は
、
浪
人
や
全
国
各
藩
の
藩
士
が

射い

て手
と
し
て
「
通
し
矢
」
を
行
い
、
な
か
に

は
子
供
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
宝
暦
5
年

（
１
７
５
５
）
3
月
の
日
付
を
も
つ
『
三
十
三

間
堂
矢
数
帳
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）

に
よ
れ
ば
、
通
し
矢
は
、
堂
西
側
の
縁
側
で

行
わ
れ
、
南
に
あ
っ
た
「
射
前
」
の
丸
柱
中

の
角
か
ら
北
の
立
板
縁
の
木
口
（「
射
前
丸

柱
中
角
よ
り
矢
先
立
板
縁
木
口
」）
に
向
け

て
矢
を
射
っ
て
通
す
も
の
で
、
そ
の
長
さ
は

「
六
拾
六
間
弐
尺
」（
約
１
２
０
m
）
で
し
た

（
右
下
図
参
照
）。

　

ち
な
み
に
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
通
し
矢
が
行

わ
れ
た
の
は
、
造
立
か
ら
3
年
後
の
正
保
2
年

（
１
６
４
５
）
4
月
13
日
で
、
最
初
の
射
手
と

な
っ
た
の
は
大
橋
長
蔵
の
弟
子
の
浪
人
服
部

権
左
衛
門
と
い
う
人
物
で
し
た
。
矢
数
帳
に

記
録
さ
れ
た
惣
矢
数
は
３
５
４
４
本
で
、
そ

の
う
ち
１
３
１
０
本
が
成
功
し
ま
し
た
。

　

宝
暦
5
年
ま
で
で
惣
矢
数
が
最
も
多
い
の

は
８
８
５
０
本
の
伊
達
遠
江
守
（
伊
予
宇
和

島
藩
）
内
、
徳
田
大
七
で
３
２
２
２
本
を
通

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、享
保
4
年（
１
７
１
９
）

5
月
6
日
の
記
録
で
、
前
日
の
5
日
暮
か
ら

6
日
「
七
な
な
つ
は
ん半」（
朝
5
時
）
ま
で
続
け
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
天
気
は
「
雷
雨
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
数
え
14
歳
以
下
で
は
、

紀
州
藩
で
有
馬
武
右
衛
門
に
教
え
を
受
け
て

い
た
久
保
田
源
太
（
12
歳
）
に
よ
る
宝
暦
14

年
（
１
７
６
４
）
４
月
19
日
の
記
録
で
す
。

天
気
は
や
は
り
「
雷
雨
」
で
、
こ
の
と
き
は

１
４
３
２
０
本
を
前
日
18
日
「
酉
ノ
刻
」（
午

後
6
時
）
か
ら
19
日
「
未
ノ
刻
」（
午
後
2
時
）

ま
で
続
け
、
１
１
６
３
８
本
を
通
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
「
半
堂
」（
半
分
の

距
離
）
で
し
た
。

自
然
災
害
に
弱
か
っ
た
三
十
三
間
堂

　

三
十
三
間
堂
は
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
数

度
の
再
建
や
修
復
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
び
に
多
く
の
資
金
が
必
要
と
な
り
、
維
持
・

管
理
に
も
か
な
り
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

深
川
に
移
っ
て
か
ら
は
、
風
雨
で
「
吹
倒
」

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
び
に
、
幕

府
に
訴
え
、
再
建
の
た
め
諸
大
名
か
ら
の
勧か
ん

化げ

（
寄
付
）
を
認
め
て
も
ら
い
、
修
復
あ
る

い
は
再
建
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
次
に
主
な

再
建
・
修
復
の
流
れ
を
、
堂
守
鹿
塩
久
右
衛

門
が
記
録
し
た
『
東
都
三
十
三
間
堂
旧
記　

四
』
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
浅
草
時
代
）

•
明
暦
元
年
（
１
６
５
５
）
所
々
破
損

•
寛
文
10
年
（
１
６
７
０
）
修
復

•
延
宝
8
年
（
１
６
８
０
）
所
々
破
損

•
元
禄
6
年
（
１
６
９
３
）
修
復

•
元
禄
11
年
（
１
６
９
８
）
焼
失

　

浅
草
の
三
十
三
間
堂
が
火
災
で
焼
失
す
る

と
、
そ
の
代
替
地
と
し
て
深
川
に
「
元
坪
之

通
」（
浅
草
当
時
）
の
広
さ
で
永
代
拝
領
地

を
下
さ
れ
ま
し
た
。『
東
都
三
十
三
間
堂
旧

記　

五
』
に
記
載
さ
れ
た
願
書
に
よ
れ
ば
、

代
替
地
は
６
２
４
８
坪
8
合
で
、
諸
大
名
よ

り
「
先
例
之
通
」
３
５
４
３
両
の
勧
化
を
受

け
ま
し
た
。

（
深
川
移
転
以
降
）

・
宝
永
7
年
（
１
７
１
０
）
修
復

・
正
徳
3
年
（
１
７
１
３
）
焼
失

・
宝
暦
10
年
（
１
７
６
０
）
焼
失

・
明
和
6
年
（
１
７
６
９
）「
吹
倒
」

「本所深川絵図」部分（嘉永5年　尾張屋板）

富岡八幡宮富岡八幡宮
三十三間堂三十三間堂

宝暦5年「三十三間堂矢数帳」（国立国会図書館所蔵）
の三十三間堂絵図部分

※ 

右
端
付
属
建
物
が「
射
前
」で
、黒
い
横
木
の
位
置
が

「
丸
柱
中
角
」、左
端
が「
立
板
縁
」
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深
川
移
転
後
は
、
明
和
6
年
ま
で
で
造
立

2
回
、
修
復
1
回
を
数
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
年
の
風
雨
で
倒
壊
し
た
の
ち
は
再

建
さ
れ
ず
、「
草そ

う
も
う奔

之の

ち地
」（
く
さ
む
ら
）
と

な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
22
年
後
の
寛
政
3
年

（
１
７
９
１
）
に
よ
う
や
く
「
射
前
」
を
造

る
こ
と
が
で
き
、
射
手
も
増
え
ま
す
が
、
危

機
の
躰
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
13
年
後
の
文
化
元
年
（
１
８
０
４
）

に
幕
府
に
造
立
を
願
い
上
げ
る
と
、
大
名
か

ら
の
勧
化
も
認
め
ら
れ
、
よ
う
や
く
翌
年
に

造
立
し
ま
し
た
。「
旧
幕
引
継
書
」（
国
立
国

会
図
書
館
所
蔵
）
の
史
料
に
は
、
そ
の
後
の

建
継
や
修
復
の
図
面
が
残
さ
れ
、
幕
末
に
至

る
ま
で
維
持
に
苦
労
し
た
様
子
が
う
か
が
え

ま
す
。

描
か
れ
た
深
川
三
十
三
間
堂

　

文
政
4
年
（
１
８
２
１
）
成
立
の
『
葛
西

志
』
に
は
、
建
物
の
規
模
は
南
北
66
間
、
東

西
4
間
（
約
7 

m
余
）
の
四
面
回
り
の
縁
の

堂
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
文
化
2
年
に
造
立

さ
れ
た
堂
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
天
保
6
年

（
１
８
３
５
）
の
「
三
拾
三
間
堂
建
継
囲
修

復
仕
様
帳
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
三

拾
三
間
堂
建
継
修
復
書
留
』）
図
面
に
は
南

北
67
間
2
尺
3
寸
9
分
、
東
西
6
間
5
尺
と

記
さ
れ
、
各
時
代
の
造
立
規
模
に
若
干
の
違

い
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
三
十
三
間
堂
は
、
本
来
は
千
手
観
音

を
本
尊
と
す
る
御
堂
で
、
射
場
は
も
う
ひ
と

つ
の
顔
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
成
立
の
経

緯
か
ら
武
士
の
射
術
稽
古
に
主
眼
が
置
か
れ

て
い
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
、
東
側
（
御
堂

正
面
）
と
西
側
（
射
場
）
は
見
事
に
ふ
た
つ

の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
ま
す
。

　

さ
て
、
東
西
両
面
に
異
な
る
役
割
を
も
っ

た
三
十
三
間
堂
は
、
名
所
と
し
て
ど
の
よ
う

に
描
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
次
に
、①
『
江

戸
名
所
図
会
』（
１
８
３
４
〜
３
６
）
②
「
東

都
名
所 

深
川
三
拾
三
間
堂
」（
広
重
、
天
保

頃
か
）、
③
「
名
所
江
戸
百
景 

深
川
三
十
三

間
堂
」（
広
重
、
１
８
５
７
）
④
『
絵
本
江

戸
土
産
』

（
二
代
広
重
、

１
８
５
０
〜

６
７
）⑤「
東

京
名
勝
図
会

　

三
拾
三
間

堂
通
矢
ノ

図
」（
三
代

広
重
、
明
治

初
年
か
）
の

5
点
か
ら
名

所
と
し
て
の

姿
に
迫
り
ま

す
。

　

絵
を
見
る

と
、
①
②
は

東
側
（
御
堂

正
面
）
を
、

③
④
は
西
側
（
射
場
の
舞
台
）
を
描
い
て
い

ま
す
が
、
前
者
は
い
ず
れ
も
正
面
入
口
か
ら

南
側
を
描
き
、
後
者
は
ほ
ぼ
同
じ
構
図
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
名
所
と
し
て
の

機
能
が
御
堂
（
東
側
）
と
射
場
（
西
側
）
の

両
面
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
絵
師
が
ど

ち
ら
に
重
き
を
置
く
か
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

⑤
は
、
三
代
広
重
が
描
い
た
も
の
で
、
実

際
に
通
し
矢
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
前
に
多

く
の
見
学
者
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

通
し
矢
が
武
士
の
鍛
錬
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
三
十
三
間
堂
の
ひ
と
つ
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
の
側
面
も
兼
ね
備
え
て
い
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
江
戸
で
一
ケ
所
し
か
な
く
、
富

岡
八
幡
宮
の
す
ぐ
東
隣
と
い
う
こ
と
も
大
き

く
影
響
し
た
も
の
と
推
測
で
き
ま
す
。

　

以
上
、
江
戸
名
所
の
三
十
三
間
堂
を
取
り

上
げ
、
そ
の
歴
史
・
役
割
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。
現

在
、
そ
の
痕
跡
は

ま
っ
た
く
窺
え

ず
、
跡
地
に
建
物

が
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
碑
だ
け
が
建

て
ら
れ
て
い
ま

す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

①「江戸名所図会」　②「東都名所　深川三十三間堂」（江東区立深川図書館所蔵）

① ②

③「江戸名所百景　深川三十三間堂」　④「絵本　江戸土産」

④③

同右部分（上下とも）　⑤「東京名勝図会　三十三間堂通矢の図」

⑤
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4

は
じ
め
に

　

江
東
区
域
の
多
く
は
、
近
世
（
江
戸
時

代
）
以
降
の
開
発
に
よ
り
陸
地
化
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
江
東
区
に
あ
っ
て
中
世（
鎌

倉
〜
戦
国
）
か
ら
陸
地
化
し
て
い
た
亀
戸
地

域
の
一
部
を
含
む
葛
西
地
域
（
江
東
区
・
墨

田
区
・
葛
飾
区
・
江
戸
川
区
）
の
歴
史
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
江
東
区
域
を
含
む
中
世

の
葛
西
に
は
伊
勢
神
宮
の
御み

厨く
り
や（

荘
園
）
が

あ
り
、『
江

東
区
史　

上

巻
』（
平
成

九
年
発
行
）

等
を
は
じ
め

精
力
的
な
研

究
が
積
み
重

ね
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は

そ
れ
ら
の
成

果
か
ら
「
亀

戸
」
を
中
心

と
し
て
江
東

区
域
の
戦
国

時
代
を
知
る

こ
と
が
で
き

る
文
書
（
史

料
）
を
紹
介

し
ま
す
。

「
亀
津
」
と
「
亀
渡
」

　

戦
国
時
代
の
亀
戸
は
海
岸
付
近
の
微
高
地

に
位
置
し
、
中
世
に
は
集
落
や
寺
社
な
ど
が

成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
亀
戸
は
河
口
付
近
の
島
で
、
南
側
の
地
域

は
広
大
な
干
潟
で
あ
っ
た
と
も
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
室
町
時
代
の
史
料
で
は
「
亀か
め

津ど

」・

「
亀
渡
」
と
記
さ
れ
ま
し
た
。「
津
」
や
「
戸
」

は
港
や
渡
し
を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
た
め
亀

戸
は
人
や
船
が
往
来
す
る
都
市
的
な
性
格
を

示
す
場
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

『
武ぶ

州
し
ゅ
う

文も
ん
じ
ょ書

』
に
み
え
る
「
亀
戸
」

　
「
亀
津
」・「
亀
渡
」
に
対
し
、
現
在
の
表

記
で
あ
る
亀
戸
は
い
つ
頃
か
ら
確
認
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
十
九
世
紀
前
半
に
編
纂
さ

れ
た
『
武
州
文
書
』（『
新し
ん
ぺ
ん編
武む

蔵さ
し

風ふ

ど

き
土
記

稿こ
う
』
に
利
用
さ
れ
た
古
文
書
集
）
に
収
め
ら

れ
て
い
る
文
書
に
は
次
の
よ
う
に
「
亀
戸
」

の
表
記
が
確
認
さ
れ
ま
す
（
写
真
参
照
）。

　

こ
れ
は
埼
玉
郡
村む
ら
く
に国

村
（
現
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
岩
槻
区
）
の
名
主
伴
蔵
が
所
有
し
た

文
書
の
写
し
で
、
原
本
は
現
在
で
は
散
逸
し

た
と
み
ら
れ
ま
す
。内
容
は
、

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に

虎
松
丸
と
い
う
人
物
が
、
小お

曽そ

河が
わ

小
五
郎
に
亀
戸
の
内
に

あ
っ
た
、
小
村
江
備
前
守
の

領
地
を
与
え
る
と
い
う
も
の

で
す
。
亀
戸
の
一
部
を
与
え

ら
れ
た
こ
の
小
曽
河
小
五
郎

に
つ
い
て
は
関
連
文
書
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
小
曽
河（
川
）は
武

蔵
国
埼
玉
郡
小
曽
川
村
（
現
在
の
埼
玉
県
越

谷
市
小
曽
川
）
を
指
し
、
小
曽
河
小
五
郎
は

そ
の
地
を
本
領
（
名
字
の
地
）
と
す
る
武
士

と
も
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以

前
に
亀
戸
に
所
領
を
持
っ
て
い
た
小
村
江
備

前
守
は
現
在
の
墨
田
区
小お

村む
ら

井い

（
十
四
世
紀

末
に
は
「
小
村
江
」
と
表
記
）
を
本
領
と
す

る
武
士
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
亀
戸
」
と
江
戸
北
条
氏

　

さ
て
、
こ
の
亀
戸
の
一
部
を
与
え
て
い
る

虎
松
丸
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
し
ょ
う

か
。
十
六
世
紀
後
半
、
戦
国
時
代
の
亀
戸
は
、

小
田
原
城
を
本
拠
と
し
、
関
東
一
円
に
勢
力

を
広
げ
た
北
条
氏
が
直
接
支
配
す
る
領
域
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
（
こ
れ
を
直
轄
領

と
言
い
ま
す
）。
虎
松
丸
は
、
北
条
綱
成
（
北

条
氏
二
代
目
当
主
で
あ
る
氏
綱
の
婿
養
子
）

に
は
じ
ま
る
玉
縄
北
条
氏
（
鎌
倉
に
あ
っ
た

玉
縄
城
が
本
拠
）
の
一
門
で
す
。
元
服
後
は

氏う
じ
ひ
で秀

と
名
乗
り
、
江
戸
城
を
任
さ
れ
、
江
戸

城
周
辺
の
家
臣
（
江
戸
衆
）
を
統
率
し
た
と

見
ら
れ
て
い
ま
す
（
系
図
の
氏
秀
と
そ
の
父

康
元
は
同
一
人
物
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
）。
こ
の
亀
戸
を
含
む
江
戸
城
周
辺
を
支

配
し
た
氏
秀
と
そ
の
子
乙お
と
ま
つ松
の
二
代
は
、
江

戸
北
条
氏
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
氏
秀
の
亡
き

跡
、
後
継
の
乙
松
は
夭
折
し
た
と
見
ら
れ
、

そ
の
後
は
本
家
（
小
田
原
）
四
代
目
当
主
で

あ
る
氏
政
が
江
戸
城
と
そ
の
周
辺
の
支
配
に

あ
た
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
戦
国
時
代
の
「
亀
戸
」
に
関
す
る

文
書
を
紹
介
し
ま
し
た
。
中
世
の
亀
戸
に
つ

い
て
は
、『
江
東
区
史 

上
巻
』（
平
成
9
年
）・

今
野
慶
信
「
中
世
東
国
水
運
史
上
に
お
け
る

亀
戸
の
歴
史
的
位
置
」（『
江
東
区
文
化
財
研

究
紀
要
』
第
十
一
号
）
等
で
紹
介
し
て
い
ま

す
の
で
、
関
心
が
あ
る
方
は
是
非
御
一
読
く

だ
さ
い
。

（
文
化
財
専
門
員　

功
刀
俊
宏
）

「北条ヵ虎松丸朱印状写」（『武州文書　埼玉郡古文書』所収　国立公文書館所蔵）

北条氏系図
『江東区史　上巻』より

弥
次
郎

宗
瑞（
早
雲
）

氏
綱

氏
康

氏
政

氏
直

氏
房

直
重

氏
照

氏
邦

氏
規

景
虎

康
元
　

氏
秀

乙
松

氏
繁

足
利
義
氏
室

足
利
晴
氏
室

綱
成

「
北
条
カ

虎
松
丸
朱
印
状
写
」

只
今
騎
羅
艶
ニ
可
走
廻
候
由
、申
旨
間
、亀
戸

之
内
小
村
江
備
前
守
分
、出
之
候
者
也
、

　
　
永
禄
六
年

　
　
　
壬
極
月
廿
九
日 

虎
松
丸

小
曽
河
小
五
郎
殿

亥癸

（
印
文
未
詳
朱
印
）

戦
国
時
代
の「
亀
戸
」

戦
国
時
代
の「
亀
戸
」
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1　

描
か
れ
た
富
士
山

　

江
戸
を
描
い
た
絵
画
作
品
に
富
士
山
が
登

場
す
る
の
は
18
世
紀
半
ば
で
、
19
世
紀
に
な

る
と
富
士
山
は
江
戸
の
象
徴
と
し
て
多
く
の

風
景
画
（
名
所
絵
）
に
描
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
作
品
と
し

て
、
葛
飾
北
斎
（
１
７
６
０
〜
１
８
４
９
）

が
天
保
2
〜
4
年
（
１
８
３
１
〜
３
３
）
頃

に
刊
行
し
た
「
富
嶽
三
十
六
景
」
が
挙
げ
ら

れ
、
こ
れ
に
影
響
を
受
け
て
、
安
政
3
〜
5

年
（
１
８
５
６
〜
５
８
）
に
「
名
所
江
戸
百

景
」を
刊
行
し
た
初
代
歌
川
広
重（
１
７
９
７

〜
１
８
５
８
）
や
、
渓
斎
英
泉
（
１
７
９
０

〜
１
８
４
８
）・
歌
川
国
芳
（
１
７
９
７
〜

１
８
６
１
）
な
ど
も
、
各
地
の
名
所
と
富
士

山
を
題
材
に
し
た
風
景
画
（
名
所
絵
）
を
描

い
て
い
ま
す
。

　

江
戸
の
町
で
は
、
晴
れ
て
い
れ
ば
ど
こ
か

ら
で
も
富
士
山
が
見
え
た
と
さ
れ
、
人
々
の

間
で
は
富
士
山
を
江
戸
の
一
部
で
あ
る
か
の

よ
う
に
と
ら
え
る
感
覚
が
成
立
し
て
い
ま
し

た
。
名
所
絵
で
富
士
山
が
描
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
背
景
に
も
、
江
戸
の
西
方
に
あ
る
富

士
山
を
極
楽
浄
土
・
不
老
不
死
の
世
界
に
見

立
て
、
江
戸
の
繁
栄
を
象
徴
化
す
る
ね
ら
い

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
江
戸
の
町
や
そ
の
周
辺
で
富
士
山

が
よ
く
見
え
る
場
所
は
「
富
士
見
」
と
呼
ば

れ
、
特
別
な
場
所
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江

戸
時
代
の
大
川
（
隅
田
川
）
に
は
、
洪
水
に

よ
る
橋
の
崩
壊
や
、
船
の
航
行
に
支
障
が
出

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
両
岸
に
盛
り
土
を
し

て
橋
が
架
け
ら
れ
て
お
り
、
両
国
橋
・
新
大

橋
・
永
代
橋
や
、
小
名
木
川
西
端
（
隅
田
川

口
）
の
万
年
橋
か
ら
西
方
の
富
士
山
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
両
国
橋
の

北
側
に
あ
っ
た
渡
船
場
（
現
在
の
蔵
前
橋
の

あ
た
り
）
は
「
富
士
見
の
渡
し
」
と
呼
ば
れ
、

富
士
見
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

（
①
）。

　

一
方
、
江
戸
の
西
側
（
山
の
手
）
に
は
、

西
方
の
富
士
山
が
よ
く
見
え
る
場
所
と
し
て

「
富
士
見
坂
」
が
あ

り
ま
し
た
。
建
物
が

高
層
化
し
た
現
在
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
富

士
見
坂
か
ら
富
士
山

を
眺
め
る
こ
と
は
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
江
戸
時
代
に
は

渋
谷
（
渋
谷
区
）
の

富
士
見
坂
（
現
在
の

宮
益
坂
）や
、目
黒（
目
黒
区
）・
雑
司
ヶ
谷（
豊

島
区
）
の
富
士
見
坂
な
ど
に
、
富
士
山
の
眺

望
を
名
物
に
し
た
「
富
士
見
茶
屋
」
が
あ
り
、

名
所
絵
の
題
材
と
し
て
も
描
か
れ
ま
し
た
。

　

高
層
の
建
物
が
な
か
っ
た
当
時
は
、
寺
社

や
橋
、
坂
な
ど
が
見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
と

さ
れ
、
江
東
区
域
で
は
大
島
の
五
百
羅
漢
寺

に
あ
っ
た
三さ
ん
そ
う
ど
う

匝
堂
（
さ
ざ
え
堂
）
や
、
木
場

の
富
士
見
橋
（
現
在
の
平
野
橋
）
が
「
富
士

見
」
の
名
所
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
（
②
③
）。
江
戸
の
人
々
に
と
っ
て
、
富

士
山
を
眺
め
る
こ
と
は
富
士
信
仰
の
一
つ
の

形
で
あ
り
、
各
地
に
富
士
塚
が
造
ら
れ
て
、

そ
の
頂
上
か
ら
富
士
山
を
眺
め
る
こ
と
が
流

行
し
た

背
景
に

も
な
り

ま
し
た

（
④
）。

後
編
で
は
、
江
東
区
域
に
お
け
る
富
士
講
の

活
動
と
、
区
内
に
造
ら
れ
た
富
士
塚
を
取
り

上
げ
ま
す
。

（
中
川
船
番
所
資
料
館　

鈴
木
将
典
）

江
東
の
お
富
士
さ
ん

　

現
在
の
静
岡
県
と
山
梨
県
に
ま
た
が
る
「
日
本
一の
山
」
富

士
山
は
、
日
本
の
象
徴
と
し
て
世
界
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
、
平

成
25
年
（
２
０
１
３
）
6
月
に
は
周
辺
の
文
化
財
や
名
所
と
と

も
に
「
信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
」
と
し
て
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
富
士
山
は
古
代
か
ら
霊
峰
と
し
て
人
々

の
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
江
戸
時
代
に
は
民
間
信
仰
の一つ
と
し
て
富
士

講
が
広
ま
り
、「
江
戸
八
百
八
講
、講
中
八
万
人
」
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
江
戸
や
そ
の
周
辺
に
は
ミ
ニ
チ
ュア
の
富
士
山
（
富
士
塚
、
お
富
士
さ
ん
）
が

造
ら
れ
、
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
ま
し
た
。

　

現
在
の
江
東
区
に
は
、
再
築
・
移
築
さ
れ
た
も
の
を
含
め
て
３
ヶ
所
の
富
士
塚
が

あ
り
、
富
士
信
仰
に
関
わ
る
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
10
月
23
日
〜

11
月
24
日
に
中
川
船
番
所
資
料
館
で
開
催
し
た
平
成
25
年
度
特
別
企
画
展
で
は
、

江
戸
と
そ
の
周
辺
か
ら
眺
め
ら
れ
た
富
士
山
と
、「
小
さ
な
富
士
山
」
と
し
て
信
仰

の
対
象
に
な
っ
た
富
士
塚
（
お
富
士
さ
ん
）
を
中
心
に
、
江
東
区
域
に
お
け
る
富
士

信
仰
の
歴
史
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
特
別
企
画
展
の
内
容
を
、
前
後
編
の

２
回
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―

江
東
区
域
の
富
士
信
仰―

（
前
編
）

①　両国橋と「富士見の渡し」（江戸名所四季之眺　両国夏の夕景）

②　大島の五百羅漢寺から見た
富士山（東都名所　五百羅漢さざゐ堂）

③　木場名所図会　富士見橋之景

④　深川富士と富士山
（富士三十六景　永代寺）
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1
．
七
不
思
議
と
は

　

七
不
思
議
と
は
不
思
議
な
事
象
を
七
つ
あ

げ
て
「
○
○
の
七
不
思
議
」
と
呼
び
表
す
こ

と
で
す
。「
不
思
議
」
と
は
仏
教
用
語
の
「
不

可
思
議
」
の
略
語
で
あ
り
、
人
間
の
思
考
世

界
を
超
え
た
深
い
心
理
や
現
象
を
意
味
し
て

い
ま
す
。
ま
た
七
と
い
う
数
字
は
、
仏
教
や

民
俗
の
世
界
で
特
別
視
さ
れ
る
こ
と
か
ら
聖

数
信
仰
に
通
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

七
不
思
議
は
、
地
域
の
伝
説
や
噂
話
と

い
っ
た
口
碑
以
外
に
も
様
々
な
形
で
記
録
さ

れ
、
時
に
は
刷
り
物
と
し
て
出
版
さ
れ
た
り
、

講
談
や
小
説
の
題
材
と
な
っ
た
り
し
な
が

ら
、
人
口
に
膾
炙
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
○
○
の
七
不
思
議
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

も
、
は
じ
め
か
ら
七
つ
の
不
思
議
が
固
定
的

に
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
以
前
よ
り
独
立

し
て
あ
っ
た
地
域
の
伝
説
や
習
俗
な
ど
を
取

り
込
み
つ
つ
作
ら
れ
た
も
の
が
多
い
よ
う
で

す
。
ま
た
、
七
不
思
議
と
さ
れ
る
事
象
に
は
、

自
然
現
象
、
伝
説
・
習
俗
、
神
仏
の
霊
威
譚
、

変
わ
っ
た
出
来
事
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
時
代
や
地
域
を
越
え
て
共
通
す
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
反
対
に
時
代
や
地
域
性
を
反

映
し
た
も
の
も
あ
り
、
七
不
思
議
の
伝
承
を

考
え
る
上
で
興
味
深
い
点
の
一
つ
で
す
。
そ

し
て
「
七
不
思
議
」
と
い
う
ま
と
ま
り
で
記

録
・
伝
承
さ
れ
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
不
思

議
さ
を
強
調
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
た
と

言
え
ま
す
。
特
定
の
宗
教
に
お
い
て
神
仏
の

霊
威
を
示
す
場
合
、
特
定
の
土
地
の
特
徴
を

示
す
場
合
な
ど
、
そ
の
時
々
に
応
じ
て
「
七

不
思
議
」
と
し
て
の
伝
承
が
な
さ
れ
て
き
た

の
で
し
ょ
う
。

2
．
江
戸
時
代
の
七
不
思
議

　

七
不
思
議
の
記
録
は
中
世
に
ま
で
遡
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
神
仏
の
霊

威
譚
で
し
た
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、

怪
異
譚
・
怪
談
の
よ
う
な
も
の
、
或
い
は
珍

し
い
出
来
事
が
七
不
思
議
の
事
象
と
し
て
数

え
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
私
達
は
、
江
戸
時
代
の
七
不
思
議
に

つ
い
て
、
諸
国
諸
地
域
の
奇
談
集
や
地
誌
、

随
筆
の
中
に
そ
の
記
述
を
見
つ
け
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
記
述
の
あ
り
よ
う
は
多
種
多
様

で
す
。
巷
の
奇
事
異
聞
や
言
い
伝
え
と
し
て
、

地
域
の
珍
し
い
習
俗
や
事
物
と
し
て
、
怪
異

現
象
や
怪
談
と
し
て
、
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
「
七
不
思
議
」
は
、
怪
談
集
や
妖
怪

図
集
と
い
っ
た
文
脈
で
記
述
さ
れ
た
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
地
誌
的
な
記
録
と
し
て
記

述
さ
れ
て
い
た
側
面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
江
戸
時
代
、
人
々
の
間

で
は
怪
異
現
象
や
妖
怪
・
幽
霊
な
ど
に
対
す

る
関
心
が
と
て
も
高
く
、
奇
談
集
や
妖
怪
図

集
、
怪
異
小
説
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
た
こ
と
、

ま
た
、
地
域
の
歴
史
や
言
い
伝
え
、
名
所
旧

跡
を
知
り
、
伝
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
芽
生

え
、
地
誌
や
名
所
案
内
記
が
多
く
編
ま
れ
た

こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
越
後
の
七
不
思
議
は
、
古
く
か

ら
世
人
の
関
心
を
集
め
て
き
た
七
不
思
議
の

代
表
格
で
す
。
残
さ
れ
た
記
録
も
多
く
、
表

に
あ
げ
た
記
録
例
か
ら
も
地
元
の
知
識
人
は

も
と
よ
り
、
旅
人
に
よ
る
記
録
な
ど
、
越
後

と
い
う
地
域
や
七
不
思
議
が
い
か
に
注
目
さ

れ
て
い
た
の
か
が
み
て
と
れ
ま
す
。

　

次
に
地
域
を
越
え
て
七
不
思
議
が
記
録
さ

れ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
戯
作
者
と
し
て
活
躍
し

た
滝
沢
馬
琴
も
ま
た
巷
の
奇
事
異
聞
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
一
人
で
す
。
馬
琴
は
、
自
ら

発
起
人
と
な
り
、
奇
事
異
聞
を
持
ち
寄
っ
て

披
露
す
る
「
兎と

園え
ん
か
い会
」
と
称
す
る
会
を
催
し
、

そ
の
時
の
草
稿
を
集
め
た
『
兎
園
小
説
』
を

書
き
記
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
「
七
ふ
し

ぎ
」
の
項
を
設
け
、
甲
州
と
馬
喰
町
の
七
不

思
議
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
甲
州

の
七
不
思
議
は
、
越
後
の
鈴
木
牧ぼ
く

之し

筆
と
さ

れ
る
滝
沢
馬
琴
宛
て
の
書
簡
「
曲
亭
来
簡
集
」

に
甲
州
七
不
思
議
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
鈴
木
牧
之
か
ら
の
情
報
に
依
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
兎
園
会
の
よ

う
な
江
戸
に
住
む
知
識
人
の
集
ま
り
で
、
各

地
の
七
不
思
議
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
唆
す
る
興
味
深
い
事
例
と
言
え
ま
す
。

3
．
江
戸
の
町
と
七
不
思
議

　

江
戸
は
、
徳
川
家
康
の
入
府
後
、
幾
た
び

か
の
大
火
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
着
々
と

整
備
が
進
め
ら
れ
、
大
都
市
へ
と
発
展
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
江
戸
と
い
う
地
域
的
空
間

に
も
独
自
の
暮
ら
し
や
文
化
が
育
ま
れ
る
こ

と
と
な
り
、
同
時
に
七
不
思
議
の
よ
う
な
伝

説
、
言
い
伝
え
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら

は
、
江
戸
と
い
う
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
も

と
も
と
の
自
然
の
地
形
を
反
映
し
つ
つ
、
形

成
・
流
布
し
て
い
き
ま
し
た
。
七
不
思
議
も

資料名 作者 刊行年 内容

赤水先生
東奥紀行 長久保赤水 寛政3年

(1791)序

地理学者・漢学者、長久保赤水が東
北各地を訪れた際の紀行文。「北越七
奇を探るの記」として説明。

東遊記 橘南谿 寛政7年
（1795）

京都の医師、橘南谿による紀行文的
な記録。

北越奇談 橘茂世 文化9年
(1812)

著者は越後三条の人。江戸の永寿堂
刊行。越後に伝わる怪談・奇事異聞
などを収録。

七奇越後
砂子

墨川亭雪麿作
・歌川国安

天保4年
(1833) 越後の七不思議を題材にした合巻

北越雪譜 鈴木牧之
天保6年
(1835)～
13年

著者は越後魚沼郡の縮商。豪雪地の
人 の々暮らしについて風土・行事・産物・
歴史などをまとめた記録。

江
戸
の
七
不
思
議
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そ
う
し
た
事
象
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

　

江
戸
の
町
に
伝
わ
る
七
不
思
議
に
は
、
有

名
な
本
所
七
不
思
議
の
他
に
、
千
住
、
馬
喰

町
、
深
川
、
番
町
、
麻
布
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
江
東
区
域
に
関
係
の
あ
る
三
つ

の
七
不
思
議
を
紹
介
し
ま
す
。

（
1
）
本
所
七
不
思
議
と
オ
イ
テ
ケ
堀

　

オ
イ
テ
ケ
堀
は
、
釣
り
人
が
釣
っ
た
魚
を

持
っ
て
帰
ろ
う
と
す
る
と
「
オ
イ
テ
ケ
ー
」、

置
い
て
い
こ
う
と
す
る
と
「
モ
ッ
テ
ケ
ー
」

と
言
わ
れ
、
い
つ
の
間
に
か
魚
が
な
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
話
で
す
。

　

オ
イ
テ
ケ
堀
の
伝
承
地
は
墨
田
区
錦
糸
堀

公
園
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
現
在

の
第
三
亀
戸
中
学
校
付
近
説
（
江
東
区
）
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら
と
は
別
に
江
東
区

域
に
も
オ
イ
テ
ケ
堀
の
伝
承
を
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
（
櫻
井
菊
松
氏
『
砂
町
の
口

承
』
１
９
８
３
年
、『
江
東
区
の
民
俗
・
城

東
編
』
２
０
０
１
年
）。

　

と
こ
ろ
で
、
掘
割
に
ま
つ
わ
る
伝
承
と
い

う
視
点
で
み
て
い
く
と
、
オ
イ
テ
ケ
堀
以
外

に
も
多
数
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
明
和
の
末
年
か
ら
安
永
年
間

の
見
聞
を
ま
と
め
た
津
村
正ま
さ
や
す恭
〔
淙
庵
〕

『
譚た

ん
か
い海

』（
寛
政
7
年
・
１
７
９
５
）
に
は
、「
江

戸
十
萬
坪
の
狐
釣
の
魚
を
取
た
り
し
事
」
や

「
江
戸
深
川
に
て
川
太
郎
を
捕
へ
し
男
の
事
」

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
川
太
郎
と
は
カ
ッ
パ

の
こ
と
で
す
。
根
岸
鎮や

す
も
り衛

に
よ
る
『
耳み

み

嚢ぶ
く
ろ』

（
寛
政
10
年
・
１
７
８
９
）
に
も
「
河
童
の
事
」

と
し
て
、
仙
台
藩
伊
達
侯
の
蔵
屋
敷
（
現
在

の
江
東
区
清
澄
に
あ
り
ま
し
た
）
で
河
童
を

打
ち
殺
し
塩
漬
け
に
し
た
と
い
う
話
が
所
収

さ
れ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
現
在
の
江
東
区
域

に
は
こ
の
よ
う
な
掘
割
を
舞
台
に
し
た
話
が

い
く
つ
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

掘
割
は
、
物
資
運
搬
用
水
路
や
農
業
用
水

路
と
し
て
な
ど
、
江
戸
の
町
の
発
展
に
伴
っ

て
整
備
さ
れ
、
江
東
区
域
の
人
々
に
と
っ
て

生
活
に
密
着
し
た
存
在
で
し
た
。

　

オ
イ
テ
ケ
堀
は
本
所
七
不
思
議
で
あ
る
と

同
時
に
、
掘
割
と
い
う
地
域
の
事
物
に
ま
つ

わ
る
、
土
地
柄
を
反
映
し
た
伝
承
一
つ
で
も

あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

（
2
）
霊
岸
島
の
七
不
思
議

　

江
東
区
白
河
に
あ
る
霊
巌
寺
は
、
寛
永

元
年
（
１
６
２
４
）、
霊
岸
島
に
建
立
さ
れ
、

明
暦
の
大
火
後
、
現
在
の
地
に
移
転
し
ま
し

た
。
そ
の
霊
岸
島
に
は
、
十
方
庵
大
浄
敬
順

著
『
遊
歴
雑
記
』（
文
政
12
年
完
稿
）
に
「
霊

岸
島
古
来
七
ッ
の
奇
事
」
と
し
て
記
さ
れ
る

七
不
思
議
が
あ
り
ま
す
（
図
版
1
）。

　

霊
岸
島
は
隅
田
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

島
で
す
。
は
じ
め
は
江
戸
の
中
島
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
が
、
霊
巌
寺
が
建
立
さ
れ
た
こ

と
か
ら
霊
岸
島
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当

地
は
海
に
面
し
た
島
で
海
上
交
通
の
拠
点
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

七
不
思
議
の
内
容
を
み
る
と
「
霊
岸
島
に

は
雷
が
落
ち
な
い
」「
霊
岸
島
に
は
南
天
を

植
え
て
も
実
が
な
ら
な
い
」
と
い
う
事
象
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
理
由
を
、
霊
巌
和

尚
が
諸
神
仏
に
対
し
て
南
天
と
引
き
替
え
に

こ
の
地
に
落
雷
し
な
い
よ
う
祈
誓
し
た
た
め

と
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
霊
巌
和
尚
に
ま
つ

わ
る
伝
承
で
す
。
雷
や
南
天
の
信
仰
に
つ
な

が
る
要
素
が
入
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
民
俗

学
的
に
み
る
と
興
味
深
い
点
と
言
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
象
か
ら
は
、
霊
巌
和
尚
の
宗
教

者
と
し
て
の
資
質
だ
け
で
な
く
、
霊
岸
島
が
神

聖
な
場
所
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を

読
み
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
つ
ま
り
、
霊
岸

島
一
帯
は
、
霊
巌
寺
建
立
以
前
か
ら
海
上
交
通

に
お
け
る
拠
点
で
あ
り
、
そ
れ
故
信
仰
の
対
象

に
も
成
り
得
る
特
別
な
場
所
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
霊
巌
和
尚
が

霊
巌
寺
を
建
立
す
る
以
前
、
房
総
を
宗
教
活
動

の
足
場
と
し
て
い
た
こ
と
、
房
総
と
江
戸
・
東

京
を
船
で
行
き
来
す
る
際
に
霊
岸
島
が
起
点
の

一
つ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
ま

す
。

（
3
）
深
川
七
不
思
議

　

伊
東
潮
ち
ょ
う

花か

口
演
・
浪な

み
う
え上

義よ
し

三さ
ぶ
ろ
う郎

速
記
『
深

川
七
不
思
議
』（
明
治
33
年
・
１
９
０
０
）（
図

版
2
）
の
中
で
、「
永
代
の
落
橋
」「
十
万
坪

の
怪
談
」「
焰
魔
堂
恨
み
の
縄
」「
高
橋
生
杖
」

「
八
幡
破
れ
の
障
子
」「
仙
台
堀
血
染
め
の
下

駄
」「
木
場
の
錆
鎗
」
を
あ
げ
て
深
川
七
不

思
議
と
し
て
い
ま
す
。
講
談
の
題
材
で
あ
っ

た
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
が
、
個
々
の
話
の
詳

細
は
不
明
で
す
。
最
近
で
は
絵
師
・
化
け
物

人
形
師
の
北き
た
か
つ葛
飾し
か

狸り

こ狐
さ
ん
が
深
川
七
不
思

議
の
版
画
を
制
作
し
て
お
り
、
関
連
す
る
事

物
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い
て
、
新

た
な
伝
承
と
し
て
の
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま

す
。

4
．
お
わ
り
に

　

七
不
思
議
も
そ
の
一
つ
一
つ
を
繙
く
こ
と

に
よ
り
、
個
別
の
伝
承
と
し
て
の
あ
り
よ
う

や
七
不
思
議
と
し
て
数
え
上
げ
る
時
点
で
の

意
識
な
ど
、
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
出
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
江
東
区
芭
蕉
記
念
館　

髙
塚
さ
よ
り
）

図版1「霊岸島古来七ツの奇事」（部分）
国立公文書館蔵

図版2『深川七不思議』
国立国会図書館蔵
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砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
平
成
12
年

（
２
０
０
０
）
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
石
田

波
郷
記
念
館
が
あ
り
ま
す
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
は
、「
俳
人
石
田
波
郷
は
、
昭
和
21
年
か

ら
約
12
年
間
江
東
区
に
住
み
、
当
時
の
江
東

区
の
様
子
を
『
焦
土
諷
詠
』
と
し
て
多
く
の

俳
句
を
詠
み
ま
し
た
。
波
郷
は
戦
後
の
俳
壇

を
先
導
し
、
わ
が
国
の
俳
句
文
学
に
大
き
な

功
績
を
残
し
て
い
ま
す
」。
そ
し
て
当
地
を

「
波
郷
自
身
が
『
第
二
の
故
郷
』」
と
呼
ん
で

い
た
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
俳
人
石
田
波
郷
の
生
誕
か
ら
百

周
年
に
あ
た
り
ま
す
が
、
砂
町
文
化
セ
ン

タ
ー
が
昨
年
9
月
か
ら
一
年
間
、
大
規
模
改

修
工
事
の
た
め
閉
館
し
て
お
り
、「
石
田
波

郷
記
念
館
」
も
閉
館
中
で
す
。
こ
の
た
め
、

同
じ
公
益
財
団
法
人
江
東
区
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
財
団
傘
下
の
芭
蕉
記
念
館
で
、
こ
の
催

し
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
こ
れ
ま
で
展
示
で
き

な
か
っ
た
資
料
を
含
め
、
俳
人
石
田
波
郷
の

業
績
や
交
友
関
係
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま

す
。

石
田
波
郷
は
、
大
正
2
年
（
１
９
１
３
）
愛

媛
県
温
泉
郡
垣
生
村
（
現
、
松
山
市
）
に
産

声
を
上
げ
ま
し
た
。
本
名
・
哲
大
（
て
つ
お
）。

主
な
来
歴
を
拾
っ
て
み
る
と
、
昭
和
7
年
に

上
京
し
、「
馬
酔
木
」
の
水
原
秋
桜
子
に
師

事
し
ま
し
た
。
同
12
年
、
俳
誌
「
鶴
」
を
創

刊
し
、
主
宰
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
同
21
年
、

城
東
区
北
砂
町
1
―
８
０
５
（
現
、
江
東
区

北
砂
2
丁
目
付
近
）
に
転
居
し
ま
し
た
。
し

か
し
同
23
年
に
国
立
東
京
療
養
所
（
現
、
清

瀬
市　

東
京
病
院
）
に
肺
結
核
の
た
め
入
院

し
、
2
回
に
わ
た
り
胸
郭
形
成
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

同
30
年
以
降
は
、『
定
本
石
田
波
郷
全
句

集
』
に
よ
り
第
6
回
読
売
文
学
賞
を
受
賞
、

読
売
新
聞
江
東
版
に
「
江
東
歳
時
記
」
の
連

載
、
朝
日
新
聞
俳
壇
撰
者
、「
酒
中
花
」
に

よ
り
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
み
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
同
44
年
11
月
21
日
、
56
歳
の
若
さ
で

逝
去
し
ま
し
た
。

　

さ
て
展
示
で
は
、
副
題
に
用
い
た
昭
和
21

年
の
文
章
を
同
40
年
に
揮
毫
し
た
「
俳
句
は

生
活
の
裡
満
目
季
節
を
望
み
粛
々
亦
朗
々
た

る
即
刻
打
座
の
歌
な
り
」
の
書
幅
か
ら
始
ま

り
、
波
郷
筆
の
短
冊
等
貼
り
交
ぜ
屏
風
、
今

回
初
公
開
の
大
振
り
の
「
四
季
」
句
幅
と
「
は

こ
べ
ら
や
」

句
幅
、
板
画

家
棟
方
志
功

が
彫
し
た
昭

和
26
年
2
月

20
日
の
「
其
第
一
番
本
」
と
記
さ
れ
た
石
田

波
郷
著
「
胸
形
変
板
画
巻
」（
袋
付
）
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
波
郷
が
描
い
た
妻

の
「
あ
き
子
像　

う
ち
の
お
ば
や
ん
」
幅
、

村
上
人
麓
筆
の
「
波
郷
肖
像
」
や
「
昭
和

三
十
五
年
一
月
廿
四
日
」
の
波
郷
ら
7
人
で

の
「
宴
会
之
図
」
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
友
人
な
ど
か
ら
の
葉

書
な
ど
、
興
味
深
い
展
示
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
俳
聖
」
と
い
わ
れ
た
芭
蕉
に
対
し
て
、「
昭

和
の
俳
聖
」
と
も
称
さ
れ
た
波
郷
、
こ
の
機

会
に
是
非
、
波
郷
の
心
に
触
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

※ 

波
郷
の
事
績
な
ど
は
、「
石
田
波
郷
記
念

館
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
館
の

展
示
と
し
て
は
、

昭
和
37
年
に
良
之

助
な
る
人
物
に

よ
っ
て
水
彩
で
描

か
れ
た
「
昭
和

二
十
一
年
当
時
の

深
川
芭
蕉
庵
趾
の

図
」
や
、
芭
蕉
の

肖
像
と
し
て
マ
ス

コ
ミ
で
多
々
紹
介

さ
れ
る
上
村
白
鷗
筆
芭
蕉
坐
像
図
、「
芭
蕉

の
人
生
と
旅
」
の
展
示
も
併
せ
て
公
開
し
て

い
ま
す
。

臨
川
寺
所
蔵 

芭
蕉
翁
像

【
特
別
公
開
中
！ 

平
成
26
年
５
月
末
迄
】

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日

の
関
東
大
震
災
に
よ
り
そ
れ
ま
で
あ
っ

た
一
尺
一
寸
の
像
が
焼
失
。
現
在
の
像

は
一
尺
五
寸
（
約
五
十
㎝
）
で
、
昭
和

六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
復
元
さ
れ

た
。
材
質
は
楠
。
仏
師
は
奈
良
柳
生
の

由
谷
六
九
拾
師
。
臨
川
寺
は
、
承
応
二

年
（
一
六
五
三
）
仏
頂
禅
師
の
師
、
鹿

島
根
本
寺
住
職
冷
山
和
尚
が
小
名
木
川

の
あ
た
り
に
草
庵
を
結
ん
だ
の
が
発
祥
。

正
徳
三
年（
一
七
一
三
）三
月
六
日
に「
臨

済
宗
妙
心
寺
派 

瑞
甕
山 

臨
川
寺
」
と
な

る
。
芭
蕉
参
禅
の
寺
と
し
て
有
名
。

【
芭
蕉
記
念
館　

問
合
せ
】

☎
０
３
（
３
６
３
１
）
１
４
４
８

◆
石
田
波
郷

　 
―
俳
句
は
生
活
の
裡
…
即
刻
打
座
の
歌
な
り
―

江
東
区
芭
蕉
記
念
館「
石
田
波
郷
生
誕
百
周
年
」記
念
企
画
展

◆
石
田
波
郷

　 
―
俳
句
は
生
活
の
裡
…
即
刻
打
座
の
歌
な
り
―

4
月
20
日（
日
）ま
で

石
田
波
郷
筆「
俳
句
は
生
活
の
裡
…
」書
幅

村上麓人筆「宴会之図」

村上麓人筆「波郷肖像」
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